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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月22日(2011.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＢＩＡコアアッセイで測定すると、５ナノモル濃度（ｎＭ）未満のＫｄでＫＤＲと結合
し、ＫＤＲ二量体化を抑制する、ＫＤＲと特異的に結合するモノクローナル抗体。
【請求項２】
　ヒト臍帯静脈内皮細胞（ＨＵＶＥＣ）で２ｎＭのＶＥＧＦ－１６５により誘導されるＶ
ＥＧＦ－１６５媒介チロシンリン酸化の５０％より多くを１３３ｎＭで抑制する、請求項
１に記載のモノクローナル抗体。
【請求項３】
　ヒト臍帯静脈内皮細胞（ＨＵＶＥＣ）で２ｎＭのＶＥＧＦ－Ｅにより誘導されるＶＥＧ
Ｆ－Ｅ媒介チロシンリン酸化の４０％より多くをハイブリドーマ上清の１／２０希釈で抑
制する、請求項１に記載のモノクローナル抗体。
【請求項４】
　ヒトにおいて、
　　眼疾患、または
　　炎症性障害、または
　　心臓血管性疾患、または
　　敗血症
に関連した症状を改善する、請求項１に記載のモノクローナル抗体。
【請求項５】
　表１に示されるモノクローナル抗体のいずれか１つである、請求項１に記載のモノクロ
ーナル抗体。
【請求項６】
　表１に示される２４Ｂ３（配列番号４２および４４）、２７Ｄ１０（配列番号１４およ
び１６）、または３３Ｃ３（配列番号７４および７６）である、請求項５に記載のモノク
ローナル抗体。
【請求項７】
　Ｆａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、ＦｖおよびｄＡｂ断片からなる群から選択される
、請求項５に記載のモノクローナル抗体。
【請求項８】
　二重特異性抗体または多重特異性抗体である、請求項５に記載のモノクローナル抗体。
【請求項９】
　ＥＬＩＳＡで測定すると、ＫＤＲとの結合についてモノクローナル抗体２４Ｂ３、２７
Ｄ１０および３３Ｃ３のいずれか１つと競合する抗ＫＤＲモノクローナル抗体。
【請求項１０】
　モノクローナル抗体２４Ｂ３、２７Ｄ１０および３３Ｃ３のいずれか１つと同じＫＤＲ
上のエピトープと結合する抗ＫＤＲモノクローナル抗体。
【請求項１１】
　請求項５に記載のモノクローナル抗体をコードする核酸分子。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の核酸分子を含むベクター。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のベクターを含む宿主細胞。
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【請求項１４】
　悪性腫瘍の治療を必要とするヒトを選択するステップ、および治療上有効量の請求項５
に記載のモノクローナル抗体を該ヒトに投与するステップを含む、ヒトにおける悪性腫瘍
の治療方法。
【請求項１５】
　非新生物性疾患の治療を必要とするヒトを選択するステップ、および治療上有効量の請
求項５に記載のモノクローナル抗体を該ヒトに投与するステップを含む、ヒトにおける非
新生物性疾患の治療方法。
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